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【
う
ら
へ
続
く
】

　

菅
首
相
の
日
本
学
術
会

議
人
事
介
入
問
題
。「
菅
首

相
が
学
術
会
議
推
薦
の

１
０
５
名
の
名
簿
を
見
て

い
な
い
と
発
言
し
た
が
、

法
律
違
反
じ
ゃ
な
い
か
」

「
加
藤
官
房
長
官
が
火
消

し
発
言
を
し
て
い
る
。
森

友
・
加
計
疑
惑
と
同
じ
だ

ね
」「
自
民
党
は
す
り
替
え

の
議
論
を
始
め
た
」「
理
系

を
含
め
た
93
学
会
が
抗
議

の
緊
急
声
明
を
発
表
し

た
」「
オ
ン
ラ
イ
ン
署
名
が

14
万
筆
を
超
え
た
」「
日
本

科
学
者
会
議
武
蔵
野
通
研

分
会
も
抗
議
声
明
を
発
表

し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
15
日
の
東
京
都
の
新
規

コ
ロ
ナ
感
染
者
は
２
８
４

人
だ
。
一
向
に
下
火
に
な

ら
な
い
」「
日
大
の
男
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
や
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
の
劇
団
な
ど
で
ク

ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
」

「
欧
州
で
は
感
染
が
再
び

拡
大
し
て
い
る
」「
パ
リ
な

　

日
本
共
産
党
の
志
位
委

員
長
は
15
日
、
今
回
の
任

命
拒
否
が
「
幾
重
に
も
日

本
学
術
会
議
法
に
違
反
す

る
」
と
し
て
次
の
４
点
を

指
摘
し
ま
し
た
。

　

①
従
来
の
政
府
答
弁
を

覆
し
、
同
会
議
が
推
薦
し

た
候
補
の
一
部
を
首
相
が

拒
否
し
た
こ
と
②
「
優
れ

た
研
究
又
は
業
績
」
が
唯

一
の
推
薦
基
準
に
な
っ
て

い
る
の
に
、「
総
合
的
・

俯ふ
か
ん瞰
的
な
立
場
」
と
い
う

別
の
基
準
を
持
ち
込
ん
だ

こ
と
③
任
命
は
「
推
薦
に

基
づ
い
て
」
行
わ
な
け
れ

日
本
学
術
会
議
　
任
命
拒
否

法
律
違
反
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド

　
　
　
　
　
志
位
委
員
長
が
会
見

ば
な
ら
な
い
の
に
、
首
相

が
推
薦
名
簿
を
「
見
て
い

な
い
」
と
述
べ
て
い
る
こ

と
④
杉
田
官
房
副
長
官
が

自
由
な
研
究
を
阻
害
す
る

と
と
も
に
、
学
術
会
議
と

い
う
研
究
者
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
自
主
性
・
自
律

性
に
対
す
る
乱
暴
な
介

入
・
侵
害
で
あ
り
、「
憲
法

23
条
の
学
問
の
自
由
に
反

す
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
」

と
強
調
、
国
民
へ
の
説
明

と
６
人
の
任
命
を
強
く
求

め
ま
し
た
。

　

志
位
氏
は
ま
た
、
政
府
、

自
民
党
が
同
会
議
の
在
り

方
を
見
直
す
と
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、「
卑
劣
な

論
の
す
り
替
え
、ど
う
喝
」

と
批
判
し
ま
し
た
。

新型コロナ医療

発熱外来に補助

医療機関や共産党の要求実る

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

策
に
関
速
し
て
厚
生
労
働

省
は
９
日
、
発
熟
患
者
専

用
の
診
察
室
を
設
置
し
た

医
療
機
関
と
、
電
話
相
談

体
制
を
つ
く
り
都
道
府
県

か
ら
指
定
を
受
け
た
医
療

機
関
に
、
そ
れ
ぞ
れ
補
助

金
を
交
付
す
る
と
発
表
し

ま
し
た
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行

期
を
前
に
医
療
機
関
・
医

師
会
な
ど
が
求
め
、
日
本

共
産
党
も
国
会
・
地
方
議

会
な
ど
で
要
求
し
て
い
ま

し
た
。

ど
が
夜
間
外
出
禁
止
に

な
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｇ
ｏ　

Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル

で
混
乱
。「
一
部
の
予
約
サ

イ
ト
で
予
算
枠
が
少
な
く

な
っ
て
割
引
率
を
引
き
下

げ
た
」「
Ｇ
ｏ　

Ｔ
ｏ
イ
ー

ト
も
混
乱
が
起
き
て
い

る
」「
税
金
の
使
い
方
と
し

て
ど
う
な
の
か
」

６
人
の
除
外
に
関
わ
り
、

学
術
会
議
の
選
考
・
推
薦

権
、
首
相
の
任
命
権
を
侵

害
し
た
こ
と
。

　

志
位
氏
は
、
今
回
の
介

入
は
、
個
人
の
研
究
者
の

菅首相による日本学術会議会員任命拒否に

「しんぶん赤旗」より
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　
　

×　
　
　
　

×

　

日
本
郵
便
の
非
正
規
格

差
の
不
合
理
を
認
め
る
判

決
（
15
日
）。「
最
高
裁
が

非
正
規
社
員
の
扶
養
手
当

や
年
末
年
始
手
当
、
夏
期

休
暇
な
ど
を
付
与
し
な
い

の
は
不
合
理
だ
と
認
め

た
」「
画
期
的
判
決
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

  

福
島
原
発
の
汚
染
水
海

洋
放
出
問
題
。「
全
漁
連
は

絶
対
反
対
し
て
い
る
」「
パ

ブ
コ
メ
も
反
対
が
圧
倒
的

だ
っ
た
。
民
意
無
視
は
許

さ
れ
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

全
仏
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
。

「
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
は
ナ

ダ
ル
が
ジ
ョ
コ
ビ
ッ
チ
を

下
し
て
４
連
覇
。
前
人
未

到
の
13
度
目
だ
」「
女
子
は

世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
54
位
の

19
歳
の
ジ
ュ
ビ
オ
ン
テ

ク
ー
が
初
優
勝
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

菅
首
相
が
日
本
学
術
会

議
会
員
６
人
の
任
命
を
拒

否
し
た
問
題
で
、
米
科
学

誌『
サ
イ
エ
ン
ス
電
子
版
』

が
「
日
本
の
新
首
相
が
学

術
会
議
と
の
戦
い
を
選

学
術
会
議
介
入

『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
に
続
き
、『
サ
イ
エ
ン

ス
』
も
報
道

択
」
を
５
日
付
で
報
道
し

ま
し
た
。

　

記
事
は
、
任
命
を
拒
否

さ
れ
た
６
人
全
員
が
、
菅

首
相
が
前
政
権
で
宣
房
長

官
を
務
め
て
い
た
時
に
採

択
さ
れ
た
法
律
を
批
判
し

て
い
た
と
指
摘
。
学
術
会

議
が
菅
首
相
に
理
由
の
説

明
と
６
人
の
任
命
を
求
め

て
い
る
こ
と
を
紹
介
す
る

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
桜
の
葉
が
色
づ
き
は

じ
め
た
」「
16
日
、17
日
は

11
月
並
み
の
寒
さ
だ
っ

た
」

ノ
ー
ベ
ル
賞
の
本
庶
さ
ん
が
批
判

　
多
様
で
こ
そ
国
民
の
幸
福
に

　

ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学

賞
を
受
賞
し
た
本
庶
佑
京

都
大
学
特
別
教
授
は
「
Ｎ

Ｅ
Ｗ
Ｓ
23
」
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
、「
学
者
と
い
う

の
は
、
い
ろ
ん
な
考
え
の

人
が
い
ま
す
。
こ
れ
は
多

様
な
ほ
ど
い
い
。
そ
し
て

自
由
に
研
究
者
が
考
え
、

と
と
も
に
、
決
定
は
違
法

だ
と
す
る
日
本
科
学
者
会

議
の
井
原
聰
事
務
局
長
の

コ
メ
ン
ト
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

発
進
す
る
。
こ
れ
が
国
民

の
最
も
幸
福
に
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
。
一
定
の
考

え
方
で
何
ら
か
の
圧
力
が

か
か
る
、
こ
れ
は
結
局
は
、

国
民
が
大
変
な
損
を
す

る
」
と
強
調
、
任
命
拒
否

に
危
機
感
を
表
明
し
ま
し

た
。

香港国安法は人権侵害
   中国政府に見直し要求

 国連特別報告者らが書簡

　

中
国
政
府
は
、６
月「
香

港
国
家
安
全
維
持
法
」（
国

安
法
）
を
施
工
。
こ
れ
に

対
し
国
連
の
人
権
特
別
報

告
者
ら
７
人
が
、
基
本
的

人
権
を
侵
害
す
る
「
重
大

な
危
険
」
が
あ
る
と
し
て
、

中
国
政
府
に
書
簡
を
送
り

ま
し
た
。

　

書
簡
は
、
国
安
法
が
国

家
分
裂
や
政
権
転
覆
の
罪

を
幅
広
く
規
定
し
、
表
現

の
自
由
や
集
会
・
結
社
の

自
由
が
制
限
さ
れ
、
市
民

社
会
の
正
当
な
活
動
が
制

限
さ
れ
る
と
懸
念
を
表
明
。

ま
た
国
安
法
違
反
の
容
疑

者
を
中
国
本
土
に
送
還
で

き
る
規
定
に
つ
い
て
、
香

港
が
負
う
公
正
な
裁
判
を

保
障
す
る
国
際
法
上
の
義

務
を
果
た
せ
な
く
な
る
危

険
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い

ま
す
。

核兵器禁止条約
ツバル批准　47カ国目
     発効まで３カ国

　

南
太
平
洋
の
島
国
ツ
バ

ル
が
12
日
、
核
兵
器
禁
止

条
約
を
批
准
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
同
条
約
を
批

准
し
た
国
は
合
計
47
カ
国
。

条
約
発
効
に
必
要
な
批
准

国
数
50
ま
で
残
り
３
カ
国

に
迫
り
ま
し
た
。

石炭火力ゼロ目指すキャンペーン

「Japan Beyond Coal」発足
       （石炭火力のない未来） 

　

日
本
の
石
炭
火
力
発
電

所
を
２
０
３
０
年
ま
で
に

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目
指

す
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「Japan Beyond Coal

（
石
炭
火
力
の
な
い
未

来
）」が
９
月
29
日
に
発
足

し
ま
し
た
。
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ

な
ど
11
団
体
が
参
加
し
、

「
石
炭
ゼ
ロ
」へ
の
動
き
を

加
速
さ
せ
る
狙
い
で
す
。

　

開
設
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
、
電
源
の
う
ち
二

酸
化
炭
素
の
排
出
量
が
最

も
多
い
石
炭
火
力
が
地
球

温
暖
化
の
最
大
の
原
因
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す

資
料
な
ど
を
紹
介
し
、
国

内
の
石
炭
火
力
発
電
所
地

図
を
示
し
て
ゼ
ロ
に
な
る

ま
で
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

を
点
灯
し
て
い
ま
す
。

　
「
生
サ
ン
マ
を
ス
ー

パ
ー
で
買
っ
て
食
べ
た
」

「
高
値
だ
が
２
０
０
円
に

な
っ
て
少
し
手
が
届
く
」

「
脂
が
の
っ
て
い
て
や
っ

ぱ
り
う
ま
か
っ
た
」


